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2026年秋冬シーズンに向けたミカムは、
2026年2月22〜24日の3日間、ミラノ郊外
のロー見本市会場で開催された。

本開催でミカムは101回目となり、新た
な歩みをスタートさせたが、実際に枠組み
が新たになった。

コロナ禍中、ファッション系の複数の見
本市との併催的な形を採っていたが、それ
ら の 見 本 市 が、 フ ァ ッ シ ョ ン サ プ ラ イ
チ ェ ー ン の 統 合 を 意 図 し た ビ ジ ョ ン

「ファッションリンク・ミラノ」によって
結び合わされ、同一会場で同時期開催と
なったのだ。

リンクされる見本市は、以下だ。
・ミカム（靴）
・ミペル（バッグ）
・�The One Milano（毛皮とブルゾンなど

の上衣）
・�MILANO FASHION & JEWELS（アパ

レルと装身具）
・�Sì Sposaitalia Collezioni （ブライダルと

フォーマルウエア）
・リネアペレ（皮革製品向け素材）
・�シマック（製靴や鞣製など皮革産業向

け機械）
・FILO（糸と繊維）
2月も、ミカム、ミペルとは会期が1日

ず れ る21〜23日 に、The One Milano、
MILANO FASHION & JEWELS、Sì 

Sposaitalia Collezioniが開催された。
さらに9月は、リネアペレとシマックが

リンクされ、「ファッションリンク・ミラ
ノ」が完成形となる。

ミカムとミペルはコロナ禍以前から併催
の形を採っていたが、2月は、ミカムの中
にミペルがあると言っても過言ではなく、
出展者数、来場者数は合算で公表された。

2月の出展者数は、795ブランド。内訳は、
海外（イタリア以外）402・国内393。ミカム、
ミペル別内訳は不明だが、ミペルが独自で
発信したプレスリリースには「約200ブラ
ンド」とあった。

前回の2025年9月は、ミカム、ミペル合
計で「約1000ブランド」と公表しており、
約200ブランド減少したことになる。

来場者数は、ミカム、ミペル合計で2万
人超。内訳は、海外54％・国内46％。前回
は「2万362人（海外57％・国内43％）」と
公表された。出展者数が大幅に減少したわ
りには、来場者数は、微減に留まっている。

来場国別に見ると、強い動きを示したの
は、フランス、スペイン、ドイツ、ベルギー、
ギリシャ。EU以外では、まず米国。次に
日本の名前を挙げている。

日本はかねてより重要輸出国の一つであ
り、現在も、バイヤーやインフルエンサー
の招待プログラムが提供されている。しか
し近年は、声がけしても辞退する例が増え

ミカムとミペルは“ファッションリンク”で結ばれ、来場者2万人超

靴ジャーナリスト　大　谷　知　子

■ミカムから辿る靴産業の「今」と2026年秋冬ファッショントレンド■
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ているという。理由は、円安だ。「現在のレー
トでは、招待してもらっても、高過ぎて買
えない」というのだ。

来場データでは、日本人が目立っている
のかもしれないが、肝心の目的を果たして
いない。後述する輸出状況に、その実態が
反映されている。

下に示したのは、会場図だ。コロナ禍以
前は、ホール「1、3、2、4、5、7、6」
と7ホールを使用していたが、現在は、図
が示す通り「1、3、2、4、5」と5ホー
ルに減少し、その中にミペルや提案スペー
スが入り込んでいる。

出展者数の減少と反比例するように提案
スペースが拡大している印象があるが、取
り上げられているのは、デジタル技術を駆
使した製造や小売りに関するプレゼンテー
ション、スタートアップ企業の紹介、さら
にはイタリア靴メーカー協会が取り組むサ
ステナビリティ認証「VCS」の広報ブース
も設けられた。

また、前回から注力が見られるのが、人
財育成に関するものだ。今回は、会場図ホー
ル「5」内の「M&M HUB」で展開された

「MICAMアカデミー」で具現化した。ア
ルストリア国際製靴学校の協力の下、熟練
職人が常駐し、来場した学生達が整形外科
用素材を使用した革新的なモデルやコミッ
ク界の著名アーティストによる独創的なア
イデアを取り入れたシューズを製作した。

●イタリアの年間生産量は、1億1830万足
では、次に靴産業の現況を見てみたい。
ミカムに合わせて、イタリア靴メーカー

協会が2025年の主要データを公表した。そ
れによると、暫定値だが、2025年のイタリ
ア靴生産量は、1億1830万足。2024年の1

学生達に靴作りの技術を伝える
「MICAMアカデミー」

会場図

テキスト

（2月21～23日）

（2月21～23日）

（2月21～23日）
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億2510万足から5.5％減少した。
イタリアの靴生産が2億足を割ったのは、

2012年のこと。既に10年以上1億足台が続
いているのだが、1億足を下回る可能性が
見えるレベルになると、“靴の国イタリア
が…”と感慨深いものがある。

世界の靴生産は、ポルトガルの靴組合
APICCAPS発行の「World  Footwear  
Yearbook」によると、2019年の243億足が
ピーク。その後は、コロナ禍の発生により
減少したが、2024年には、ピークに近い
239億足に戻している。

生産量上位国は、2024年は中国、インド、
ベトナム、ブラジル、インドネシア。この
顔ぶれは、順位が多少入れ替わるものの不
動だ。また、イタリアは、2019年に10位に
顔を出したのを最後にトップ10圏外に。今
更ではあるが、靴生産地は完全にアジアに
シフトした。

今後、ヨーロッパのかつての靴生産国は、
歴史と伝統によって培われた技術力をどれ
だけ残せるかが問題になっていくだろう。

近年、LVMHやシャネルが“メティエ・
ダール”という取組を始めている。フラン
ス語であり、直訳すると「匠の芸術」とな
るが、「熟練した職人の技によって生み出さ
れた芸術的・美術的に価値の高い伝統工芸
や装飾技術」を意味している。LVMHやシャ
ネルは、こうした技を持った工場や工房を
支援する取組を行っているのだ。

その対象は現在、動物福祉を実践する牧
場に始まり、卓越した技術を持ったタン
ナー、シルクを製造する織物工場、金具な
どのメーカーなど素材関係が多いようだ。
今後、靴メーカーや工房に広がる可能性は
大いにある。

さて本題に戻し、イタリア靴輸出の状況
を見てみたい。

⾦額 数量 平均単価 ⾦額 数量 平均単価
100万€ 1000⾜ € ％ ％ ％

1 フランス 1,898.76 30,647 61.96 -2.6 -1.1 -1.4
2 ⽶国 1,190.64 11,409 104.36 +4.4 -2.4 +6.9
3 ドイツ 1,044.94 26,248 39.81 +3.0 +6.2 -3.0
4 スイス 577.62 5,501 105.01 -6.4 -9.6 +3.5
5 スペイン 498.57 12,424 40.13 +7.9 +15.8 -6.9
6 中国 416.62 2,436 171.01 -23.4 -21.3 -2.7
7 英国 339.87 5,480 62.02 -0.8 +1.9 -2.7
8 オランダ 316.65 5,124 61.79 -3.7 +9.8 -12.2
9 ポーランド 311.87 10,290 30.31 +2.2 +13.4 -9.8

10 UAE 297.45 1,808 164.56 +18.6 +20.8 -1.9
11 ⾹港 232.63 1,104 210.63 -12.9 -8.3 -5.0
12 ベルギー 193.39 3,884 49.80 +7.6 +12.5 -4.3
13 ⽇本 181.21 1,075 168.60 -8.3 -23.5 +19.9
14 トルコ 162.78 1,763 92.35 +12.6 +1.5 +10.9
15 韓国 156.33 839 186.36 -18.4 -15.8 -3.1

 …
9,777.80 164,966 59.27 -0.7 +4.9 -5.3

データ出所：Confindustria Moda Research Centre（イタリア統計局データより算出）

2025年1〜10⽉ 対2004年同期⽐
順位 国名

  総輸出

【表1】イタリア2025年1〜10月靴輸出
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2025年靴輸出は推定値で、115億2075万
ユーロ・1億9330万足。前年同期比はそれ
ぞれ1.1％減、4.5％増となった。回復基調
にあると言えようが、気になるのは、輸出
が生産を上回っていること。輸入した製品
を再び輸出する再輸出があるということだ
が、その量は、2024年＝5990万足、2025年
＝7500万足で、25.2％も増加している。

輸出国別（前ページ【表1】）は、1〜10
月のデータになるが、トップはフランス。
18億9876万ユーロ・3064万7000足。前年同
期比は、2.6％・1.1％のそれぞれ減。2位は、
米国。前年同期比は、金額4.4％増、数量2.4％
減だ。3位は、ドイツ。金額3.0％増、数量
6.2％増と順調に推移している。

ここで平均単価（【表1】参照）に目を
移すと、ヨーロッパとそれ以外の地域では
明確な違いが認められる。ヨーロッパ諸国
は、フランス61.96ユーロ、ドイツ39.81ユー
ロ、スペイン40.13ユーロなどと40ユーロ
前後から60ユーロ強までに収まっているの
に対して、ヨーロッパ以外のアジアやアメ
リカは、米国104.36ユーロ、中国171.01ユー
ロ、UAE164.56ユーロ、また日本も168.60
ユーロと100ユーロ以上にくっきりシフト
し て い る。 こ れ は、 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 は
OEM生産地、アジア他の国々は高級ブラ
ンド品の調達先と、イタリアの位置づけが
異なることを示している。

●日本の革靴輸入国トップは、ベトナム
日本はと言うと、輸出国ランキングでは

13位。順位は多少、前後するが、15位以内
をキープしている。

2025年1 〜10月の対日輸出は、1億8121
万ユーロ、107万5000足。前年同期比は、
8.3％、23.5％のそれぞれ減少。特に数量の
落ち込みが20％以上と大きいのが気になる
ところだ。

では、日本の輸入全体は、どうなってい
るのだろうか。財務省貿易統計で2025年1
〜12月の靴・履物輸入を集計してみた。

結 果 は、6億3168万6000足、7888億4900
万円。前年同期比は、3.2％、10.9％のそれ
ぞれ増加。コロナ禍前の2019年比は、数量
3.2％減に対して、金額は40.9％増となって
いる。金額の大幅な増加は、円安によるも
のなので、それを差し引いて考えると、日
本の靴・履物輸入は、コロナ禍前の2019年
のレベルに戻ったところというのが妥当だ。

だが、内容は様変わりしている。
【表2】は、主要輸入国の平均単価を輸

入全体と革靴（HSコード6403）で列記し
たものだ。

輸 入 全 体 で は、2025年 の 平 均 単 価 は
1248.8円、革靴（HSコード6403）に絞ると
5246.7円。コロナ禍前の2019年と比較する
と、全体が1.46倍、革靴が1.41倍になって
いる。この間に円安が進行しており、対ド
ルレートは、2019年が平均109.0円、2025年
が149.7円（いずれもウェブサイト「世界
経済のネタ帳」より）。2025年は、2019年
の1.37倍の円安となっている。つまり、輸
入靴全体、革靴ともに価格上昇幅がレート

2019年 2025年
全体 \1,550.5 \2,395.0
HS6403（⾰靴） \2,849.2 \4,078.3
全体 \1,622.1 \2,581.4
HS6403（⾰靴） \2,810.2 \4,083.6
全体 \525.3 \652.9
HS6403（⾰靴） \2,910.2 \4,052.5
全体 \5,820.3 \11,618.4
HS6403（⾰靴） \6,652.1 \11,385.5
全体 \4,168.1 \8,985.8
HS6403（⾰靴） \6,300.7 \14,551.2
全体 \3,469.6 \6,708.4
HS6403（⾰靴） \5,994.9 \8,222.9
全体 \18,019.6 \44,713.4
HS6403（⾰靴） \18,361.5 \45,216.5
全体 \857.7 \1,248.8
HS6403（⾰靴） \3,722.5 \5,246.7

イタリア

全輸⼊

カンボジア

ベトナム

中国

ポルトガル

スペイン

ドイツ

【表２】輸入靴の平均単価
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の変動幅を超えている。
輸入国別で見ると、驚くのが、イタリア

だ。2019年は、全体、革靴とも1万8000円
台だったものが、2025年はともに4万円台
に跳ね上がっている。上昇率は、全体、革
靴ともに為替レートの変動率を大きく超え
て、2.5倍近くになっている。

この上昇率の高さは、ヨーロッパの靴生
産国に共通しており、イタリアほどではな
いが、スペインが全体2.15倍、革靴2.30倍、
ポルトガルがそれぞれ1.99倍、1.71倍だ。

輸入価格の上昇は当然、小売価格を押し
上げる。イタリア物の小売価格は、軽く10
万円を超え、15万円ラインに届くことも予
想される。最近は鈍化が言われているが、
輸入平均単価の高さは、コロナ禍のファッ
ション市場をラグジュアリーが牽引してき
たことを裏付けていると言えよう。

また、スペイン物革靴の小売価格は、5
万円前後以上になっていることが予想され
るが、コロナ禍以前は、3万円前後の値付
けが可能だったと思われる。それが大幅に

価格上昇したことで、買いやすい価格のイ
ンポート物を求める層を売り場から遠ざけ
ることになってしまったとも言えそうだ。

下のグラフは、2025年の輸入国別数量を
示したもの。輸入全体では、中国が圧倒的
にトップ。4億7300万足余りで、輸入全体
の75％を占めている。

ところが革靴に絞ると、様相が変わる。
トップは、ベトナム。中国は、インドネシ
アを挟み、3位に後退。数量は、ベトナム
1455万3000足に対して、中国は583万1000足。
ベトナムの40％に留まっている。

理由は、関税だ。ベトナム、インドネシ
ア、またタイなどASEAN諸国とは、経済
連携協定を締結し、2008年に発効。関税割
当制が適用される革靴についても、既に無
税となっているのだ。割当枠が必要な中国
よりも、枠の必要がなく無税のベトナムや
インドネシアが選ばれた結果ということだ。

トランプ大統領が高関税を掲げディール
を迫ったが、関税の多寡は、輸入量に大き
く影響するのだ。

【グラフ】2025年日本の靴・履物輸入数量（単位：千足）

※財務省「貿易統計」より
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では、2026年秋冬靴ファッションは、ど
のような傾向にあるのか。ミカムが来場者
に提供している「BUYER GUIDE」をベー
スにまとめてみたい。
「BUYER GUIDE」は、「Livetrend」とい

うファッショントレンドを分析するプラッ
トフォームとのパートナーシップで作成。
マーケット動向、インスタグラム、インター
ネットの検索データ、それにさまざまなブ
ランドのファッションショーから得たデー
タを加え、独自のアルゴリズムで解析。ま
た、AIのサジェスチョンも加味し、消費
者の興味を引きつけるトレンドテーマとス
タイルを明らかにしている。

【TREND１】�BUCOLIC�SLUMBER
牧歌的な祈り

田舎での地に足の着いた暮らし、そこに

流れるゆったりした時間。クラシックなカ
ントリーライフにマッチするスタイルを、
現代的な機能で再解釈したスタイル。

代表は、カントリースタイルのブーツ。
クラシックな靴種も重要であり、レディス
ではメリージェーン。

素材は、アースカラー、つまり革らしい
グレインレザー。またスエードやニットを
思わせるようなもの。ディテール・デザイ
ンは、クラフトワークによるパイピング、
モカ縫いなどが求められる。

色は、アースカラーが主となり、やや紫
がかった茶、エンジ系の赤、深みのあるグ
リーン、ダークオリーブなど。

【TREND2】�LAVISH�SUBVERSION
贅沢な反逆

過去に思いを馳せ、ゴシックなどの過剰
とも言える装飾をシュールな感覚でアレン
ジ、あるいは反骨精神で茶化してみせる。

■2026年秋冬ファッショントレンド■

2026年秋冬ファッショントレンド
（ミカム「BUYER�GUIDE」より）

ブコリックスランバー
牧歌的な眠り

ラビッシュ
サブヴァージョン
贅沢な反逆

プライマル
フューチャリズム
原始的未来主義

ダークヒストリー
暗黒の歴史

漁師
スローライフ
ワークウエア

中世
要塞

ダークファンタジー

未来主義
ネオブルータリズム

基本

過剰主義
エレガンス
懐古主義
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ロマンチック・パンク的な装飾性をポイン
トとしたストリートスタイルの提案。

具体的には、バレエシューズやいかにも
女性らしいパンプス、あるいはローファー
などのクラシックなスタイルを光沢のある
革やベルベットなどのゴージャスな印象の
素材で作る。

注目すべき素材は、サテン、ベルベット、
クロコダイルの型押し。ディテール・デザ
インは、多様なストラップ・デザイン、刺
しゅう、タッセル、あるいはメタルアクセ
サリーも重要だ。

色は、焼け焦げたような茶、濃い藤色、
深い紫、サーモンピンクなど。

【TREND3】�PRIMAL FUTURISM�
原始的未来主義

Keywordにあるネオブルータリズムは、
1950年代以降に見られた建築様式。構造を
露出させたり、コンクリートの打ちっぱなし
などが特徴。ここに見られる構造や機能の
重視に着目し、未来にまで通じるスタイル
に昇華させるといったことを意図している。
詰まるところは、例えばハイキングブーツの
耐久性を、いかに構築的、機能主義的にク
ローズアップしデザインするかといったこと。

素材は、表面感が重要。焦がし調の仕上
げを施した革、オーストリッチの型押し、
ハラコのような毛足物など。

色は、黒に限りなく近いブラウン、ダー
クブラウン、スモーキーなグレーなど。

【TREND4】�DARK HISTORY�
暗黒の歴史

中世に見られたフォルム、バロック様式、
またゴシックロマンティシズムの陰鬱なエ
レガンス。これらの造形性や装飾性に着目
し、それを再定義するようなデザインを意
図している。

具体的には、彫刻のようなヒール、細長
く尖ったつま先を特徴としたスタイル。ま
たコルセットのような編み上げデザイン、
大きなメタルのアクセサリーも、このテー
マにマッチする。

素材は、エンボス加工のレザー、レース
のような加工、光沢のあるパテントレザー。
またこれらとの間で柔らかさと緊張感を生
み出す、深みのあるベルベットなどとの組
み合わせ。

色は、深い黒、深いパープル、ダークグ
レー、薄めのカーキなどだ。

以 上 が「BUYER GUIDE」 が ま と め た
2026年秋冬ファッショントレンドだが、パ
リコレクションなどで発表される著名
ファッションブランドもチェックしてみた。

注目すべきテイストがピックアップでき
たが、それを「BUYER GUIDE」のトレン
ドと関連付けると、次のようになる。
・アウトドア＆ �  BUCOLIC SLUMBER
　カントリー �  PRIMAL FUTURISM
・構築性 �  PRIMAL FUTURISM
・装飾性 �  LAVISH SUBVERSION
� DARK HISTORY
・リラックス �  LAVISH SUBVERSION

これらの中でより新しいという意味で注
目したいのは「装飾性」と「リラックス」
だと思われる。
「装飾性」では、アッパーへの刺しゅう

やレリーフ的な加工。
「リラックス」では、デザイナーのコレ

クションにおいて、秋冬にもかかわらず
ミュールやトップラインをヒモで締めるデ
ザインのバレリーナが登場しているのが気
になるところだ。

次回のミカム＆ミペルは、9月13〜15日、
リネアペレとシマックは、同15〜17日に開
催される。




